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平成２５年度第３回千葉県図書館協議会議事録（要録） 

 

１ 日 時  平成２６年３月１８日（火） 

       午後２時００分から午後３時４０分まで 

２ 場 所  千葉県立中央図書館 講堂 

３ 出席者  （委   員）  渡 辺    敦     平 野  恵 子         

小 泉  卓 史     永 島    哲 

佐 藤  裕 美     牧 野  千 恵 

川 西  八 郎         

         

              （生涯学習課）    高 橋  正 名 （社会教育振興室副主幹） 

               中央図書館長   葉 山  龍次郎 

               西部図書館長   長谷川  浩 士 

        東部図書館長   河 野  明 美 

                              他９名 

                            （傍 聴 者）   なし 

４ 議 事 

（１）報告事項 

  報告１ 千葉県立図書館の今後の在り方行動計画の実施状況について 

  報告２ 図書館利用者アンケート結果について 

  報告３ その他 

（２）協議事項 

協議１ 平成２６年度県立図書館事業計画（案）について 

協議２ その他 

 

  会議開会宣言の後、図書館協議会会議運営規則第６条の規定に基づく会議成立の確認がなさ

れた。 

 

＜会議録＞ 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事に入る前に報告をさせていただきます。 

本日、委員定数１０名に対しまして７名の出席を得ております。出席者が半数に

達しておりますので、図書館協議会会議運営規則第６条の規定により会議成立の確

認がなされたことを御報告いたします。 

それでは、議事に入らせていただきます。本日は報告事項２件、協議事項１件と



- 2 - 

 

 

事務局  

議 長 

 

 

事務局 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なっております。初めに、報告事項１「千葉県立図書館の今後の在り方行動計画の

実施状況」について報告願います。 

 「千葉県立図書館今後の在り方 行動計画実施状況」（資料１）に基づき報告。 

  ただ今の報告についての御質問、御意見をお願いします。 

 ないようですので、報告事項２「図書館利用者アンケート結果」について報告

願います。 

「千葉県立図書館利用者アンケート結果」について（資料２）に基づき報告。 

ただ今の報告についての御質問、御意見をお願いします。 

 質問等ないようですので、 その他の報告事項について事務局から何かあります

か。 

中央図書館からは３点あります。１点目は、報道広報課を中心に展開しているキ

ャンペーン「新・発見チバ×Mt.Fuji」の一環として、中央図書館のワークショッ

プで作成した富士山の巨大４コマ漫画を県庁中庁舎１階ロビーに展示しています。

２点目は国立国会図書館のレファレンス協同データベースへの事例の提供に対し

て、国立国会図書館から礼状をいただきました。３点目はアンネの日記に関する一

連の事件について、容疑者が逮捕されたと報道されました。県立図書館と県内の公

立図書館では被害は報告されていませんが、カウンター内に別置するなどの対応を

取った図書館もありました。 

西部図書館からは２点報告があります。１点目は、平成２６年１月１８日に入館

者が６００万人を突破し、簡単なセレモニーを行いました。チラシのグラフにもあ

りますように、昭和６２年７月の開館以来、お陰さまで順調なペースで来館者は増

えております。 ２点目は、従来から担ってきた障害者サービスの事業の一環とし

て、特別支援学校への支援について検討しております。西部図書館管内の特別支援

学校１０校にアンケートを行ったところ、６校からおはなし会などで学校へ来てほ

しいとの要望がありました。そのうち、３校について訪問し、うち２校に読み聞か

せを行いました。また学校図書館の運営相談の要望もあり、継続しての支援が必要

と考えられるので、来年度以降も当事業を進めていきたいと思います。 

東部図書館からは２月に実施しました地域づくり支援講座について御報告いた

します。旭市は東日本大震災において県内の中でも大きな被害を受けた地域でもあ

り、東日本大震災関連の資料を国立国会図書館と連携して本格的に収集していくと

いうことのPRも兼ねまして、図書館の講座としては珍しくNPO法人と協力して講

演や紙芝居等を取り入れた講座を実施し、５７名の出席をいただきました。震災関

連の記録を残し、将来の備えにつなげていくという、図書館の担う役割を再確認で
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きた良い機会となりました。 

以上の報告事項について何か御質問等はありますでしょうか。 

御質問等ないようでしたら、以上で報告事項を終了させていただきます。 

続きまして、協議事項に移ります。 

協議事項１「平成２６年度県立図書館事業計画(案）」について報告願います。 

「平成２６年度県立図書館事業計画（案）」について（資料３）に基づき報告。 

ただ今の報告につきまして、御意見、御質問をお願いします。 

先ほどの利用者アンケートについて、来館者を対象としていますが、今までに来

館していない人を対象にしたアンケートを行ったことはありますか。 

それから、以前学校から市町村立図書館に読み聞かせの講座の開催を依頼したと

ころ、人員の関係で学校に出張しての講座開催は難しいと言われました。県立図書

館に学校での読み聞かせの講座の開催を依頼したい場合に、どのくらいの人員でど

のくらいの可能性で来てくれますか。 

「千葉県立図書館の今後の在り方」の前身である「今後の千葉県における図書館

の方向性について」において、生涯学習審議会に部会を設置し、県内の学校と公共

図書館にアンケート用紙を配布して、来館しない人への調査を行ったことがありま

す。この結果はホームページでも見ることができますが、その中で県立図書館を利

用したことがない、知らないという人が多くおりました。県立図書館としては非来

館者のアンケートを今のところ行ってはおりませんが、行動計画の中でホームペー

ジを使ったアンケートや市町村立図書館を通したアンケートを検討することを目

標にあげています。 

先ほどの千葉県立図書館利用者アンケートは、県立図書館を利用した方のアンケ

ートですので、図書館を好意的に受け止めている方が多いとは思います。 昨年度

「県政に関する世論調査」で調査したところ、約４割の方が地域の図書館を利用し

たことがあると回答しており、また１日の読書時間が３０分に満たないという方が

多くを占めていました。ですから図書館を利用されない方、あるいは読書時間の少

ない方の声をどう聞いていくかが課題になっています。 

読み聞かせボランティアに関してですが、最初は市町村立図書館に依頼したとい

うお話でしたが、現在市町村立の図書館は、予算の制約が大きく指定管理者制度を

取り入れるなど運営方針を変える図書館も増えてまいりました。そうなると職員の

大半は正規職員ではなく臨時の職員であったり、また貸出・返却業務などのカウン

ター業務に重点を置きがちになるなど、なかなか学校の方に出向いて講座を開くと

いうのは難しい状況かと思います。県立図書館でも、人員的に厳しい状況であるの
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は市町村立図書館と同じですので、難しい中でも可能な限り支援を続けていきたい

とは思っております。 

子どもに対する読み聞かせではなく、職員に対する読み聞かせの講座を開催する

場合はいかがでしょうか。 

教職員対象の読み聞かせのボランティアは、２回ほど行いまして、その他要望が

あれば部会に出向いて研修も行っております。人数的には中央図書館の児童サービ

ス担当は２名です。その他に児童サービスの担当経験がある職員もおります。研修

等は現在児童サービスを担当している２名が出張して行っています。 

他に何か御意見・御質問のある方はいますか。 

千葉県教育振興基本計画の中の１つの政策として、「読書県ちば」を推進すると

いう項目があり、公立図書館の児童書貸出冊数というのが出ていました。平成２６

年度で８８５万冊という目標数値を掲げているのですが、全体の冊数がどうという

ことではなく、本来は１人の子が年間何冊の本を読むのかというのが大事ではない

でしょうか。こういった教育的な政策との連携は、県立図書館ではどのようにして

いるのでしょうか。 

児童書に限って言うなら、小さい頃に読書の習慣を身につけるというのが大事で

あって、そのために図書館として何ができるのかということなのだと思いますが、

図書館としても千葉県教育振興基本計画などの政策に基づきまして、推薦図書の一

覧を作成したり、読み聞かせ講座を開催したりしながら、しっかりと事業を進めて

いきたいと考えております 

他に何か御意見・御質問のある方はいますか。 

図書館利用者アンケートには、具体的にこういったことをしてほしい、というよ

うな要望を書く欄はあったのでしょうか。数値だけを見るのではなく、具体的な意

見を聞くことで、それからどうしたいのかが見えてくるのだと思います。 それか

ら、先ほどお話しがありましたが、読み聞かせの講師が足りないのであれば、講座

を数回受講した方が講師となって教えるような形はとれないのでしょうか。 

利用者アンケートにつきまして、要望を書く欄はありました。意見としては施設

に関するもの、職員に関するもの、レファレンスに関するもの、あるいは図書の収

集に関するものなど様々な御意見を伺うことができました。 

読み聞かせ講座については、ボランティア養成講座という形で、受講した方はそ

れぞれの地区でボランティアとして活動していただいています。教職員向けの研修

もあり、読み聞かせの重要性や実演を経験していただき、教職員がPTAの方に指導

できるような体制を整えています。 
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 県立図書館の事業計画について、具体的にどのようなことをしていくのかは決ま

っていますか。 たとえば市町村立図書館充実のための支援強化、資料搬送ネット

ワークの改善とありますが、具体的にはどのようなことをするのでしょうか。 

資料３の２ページは要旨ですので、項目はここで確認することができます。 そ

して、３ページから１１ページに具体的な内容を掲載しております。 

他に何か御意見・御質問のある方はいますか。なければ協議事項１「平成２６年

度県立図書館事業計画（案）」につきまして、事務局案で承認することでよろしい

でしょうか。 

＜異議なし＞ 

その他、協議事項につきまして、事務局から何かありますでしょうか。 

ありません。 

 ありがとうございました。 

 では、協議事項２「その他」について、事務局から特にないようですので、以上

で終了いたします。議事の進行に御協力いただきありがとうございました。 

 

 次回は、平成２６年７月上旬に平成２６年度第１回協議会を開催することを確認

し、以上で平成２５年度第３回千葉県図書館協議会を終了した。 

 

 


